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◎ プレーナーパッチクランプ装置、該装置用電極部及び細胞イオンチャンネル電流計測方法－WO2013094418

◎ プレーナーパッチクランプ装置及びプレーナーパッチクランプシステム－WO2015030201

◎ 神経細胞ネットワークの形成及びその利用、並びに神経細胞播種デバイス－WO2014045618

◎ 細胞播種培養装置－WO2015111722

細胞膜電位変化発生の素過程ともいえる『シナプス自然放出微小電流』を
多点で計測可能な技術を開発し、スクリーニング装置化（世界初！）

神経細胞ネットワーク機能を詳細かつ精密に調査可能
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細胞膜電位変化

シナプス従来技術（Multi Electrode Assay; MEAやCa2+イメージングなど）では、

シナプス自然放出微小電流が積算されて発生する『細胞膜電位変化』を測定

⇒ 神経難病の病態検出には精度不足

神経伝達系における電流の様子

4チャンネル培養型プレーナーパッチクランプ装置（展示品）

• プレーナーパッチクランプ方式であるため、多点計測が可能
⇒ 高速計測処理が容易に

• Ag/AgCl 塩橋構造電極による低ノイズ化を実現
⇒ イオンチャンネルの電流計測が可能に

• 空間的均一性の良い神経細胞ネットワークを形成
通常のAg/AgCl電極

Ag/AgCl 塩橋型安定電極
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【従来技術】－ピペットパッチクランプ方式 【本発明の特長】

a. グルタミン受容体のシナプス自然放出微小電流の計測結果• イオンチャンネル電流計測に最適な方式

• 多点測定が困難

• 重要な技術だが、技術習得難易度が高い
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細胞外溶液（BS）＋グルタミン酸（Glu） BS＋Glu＋AP5＋CNQX
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◎ 神経難病の原因解明と創薬：アルツハイマー病、パーキンソン病、脊髄小脳変性症、ALS、スティッフパーソン症候群等

◎ 神経科学研究ツール：多数の神経細胞ネットワークから成る系での統計的現象に関する研究手法の提供

b. 形成された神経細胞ネットワークの様子

• 時期：培養11日目

• 緑色：シナプシン

• 青色：細胞核（DAPI）

• 倍率：100倍（左）

400倍（右）

空間的均一性の良い
神経細胞ネットワークを形成

AP5 : Glu受容体（NMDA型）アンタゴニスト
CNQX : Glu受容体（非NMDA型）アンタゴニスト
NMDA ： N-メチル-D-アスパラギン酸（Glu受容体のサブタイプ）

シリコン単結晶基板

神経細胞ネットワークHTS装置
～シナプス自然放出微小電流を多点で計測～
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イオンチャンネル

イオンチャンネルを流れる電流を測定

シリコン単結晶基板上に細胞外マトリックスを敷き詰め、その上に神経細胞を固定してイオンチャンネルを流れる電流を測定

細胞外マトリックス
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： コンデンサー

Ag/AgCl 塩橋構造電極

Ag/AgCl 塩橋構造電極

電流

25 pA

装置本体

計測ステージ

mailto:license@jst.go.jp
mailto:license@jst.go.jp

	BioJapan2021_リーフレット（宇理須先生_最終版_和・英・中文_210826）.pdf

